
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主の祈り C（讃美歌２１ ９３－５－C） 

司式者） 天の父 

一  同） わたしたちの父よ， 

み名があがめられますように。 

あなたの国が来ますように。 

みこころが天と同じく地でも行われますように。 

きょうのパンを きょうお与えください。 

わたしたちの負い目をおゆるしください。 

わたしたちも負い目をゆるし合います。 

わたしたちを誘惑におちいらせず， 

かえって悪からお救いください。 

国も力も栄えも、限りなくあなたのものです。ア－メン 

聖 書   ヨハネによる福音書１２章 20～36節 

ギリシア人、イエスに会いに来る 

20 さて、祭りのとき礼拝するためにエルサレムに上って来た人々の中に、何人

かのギリシア人がいた。 21 彼らは、ガリラヤのベトサイダ出身のフィリポのもと

へ来て、「お願いです。イエスにお目にかかりたいのです」と頼んだ。 22 フィリポ

は行ってアンデレに話し、アンデレとフィリポは行って、イエスに話した。 23 イエ

スはこうお答えになった。「人の子が栄光を受ける時が来た。 24 はっきり言って

おく。一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、一粒のままである。だが、死ねば、

多くの実を結ぶ。 25 自分の命を愛する者は、それを失うが、この世で自分の命

を憎む人は、それを保って永遠の命に至る。 26 わたしに仕えようとする者は、

わたしに従え。そうすれば、わたしのいるところに、わたしに仕える者もいること

になる。わたしに仕える者がいれば、父はその人を大切にしてくださる。」 

人の子は上げられる 

27「今、わたしは心騒ぐ。何と言おうか。『父よ、わたしをこの時から救ってくださ

い』と言おうか。しかし、わたしはまさにこの時のために来たのだ。 28父よ、御名

の栄光を現してください。」すると、天から声が聞こえた。「わたしは既に栄光を現

した。再び栄光を現そう。」 29 そばにいた群衆は、これを聞いて、「雷が鳴った」

と言い、ほかの者たちは「天使がこの人に話しかけたのだ」と言った。 30 イエス

は答えて言われた。「この声が聞こえたのは、わたしのためではなく、あなたがた

のためだ。 31 今こそ、この世が裁かれる時。今、この世の支配者が追放される。 

32 わたしは地上から上げられるとき、すべての人を自分のもとへ引き寄せよう。」 

33 イエスは、御自分がどのような死を遂げるかを示そうとして、こう言われたの

である。 34 すると、群衆は言葉を返した。「わたしたちは律法によって、メシアは

永遠にいつもおられると聞いていました。それなのに、人の子は上げられなけれ

ばならない、とどうして言われるのですか。その『人の子』とはだれのことです

か。」 35 イエスは言われた。「光は、いましばらく、あなたがたの間にある。暗闇

に追いつかれないように、光のあるうちに歩きなさい。暗闇の中を歩く者は、自

分がどこへ行くのか分からない。 36 光の子となるために、光のあるうちに、光を

信じなさい。」 

 

2024年３月１７日 受難節第５主日礼拝次第 

主日礼拝 

前   奏     （黙 想） 

招きの言葉  イザヤ書６３章 8～9節（旧約 1165㌻） 

讃 美 歌   ３１３（愛するイエス） 

主の祈り   ＜Ｃ＞（讃美歌９３－５） 

詩 編 交 読  詩２２編 23～32節（交読詩編 28㌻） 

聖   書   ヨハネによる福音書１２章 20～36節（新約 192㌻） 

祈    祷 

讃 美 歌   １９５（まかれた種） 

説   教  「一粒の麦、死ねば」田中雅弘牧師 

讃 美 歌   ４４２（はかりも知れない） 

信 仰 告 白  使徒信条＜Ｂ＞（讃美歌９３－４）  

献    金    

讃 美 歌   ８８（心に愛を）  

派 遣 祝 福 

後   奏    (黙 想) 

報   告 

※讃美歌は原則として全節を歌います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

讃美歌３１３番 

１ 愛するイェス 何をなされて 

こんなさばき 受けられたか 

どんな罪を おかされたのか 

愛する主は 

２ 鞭打たれ いばらの冠 

  かぶせられ 蔑まれた 

  酸いぶどう酒 十字架の上で 

  口にされた 

３ これほどの 痛み苦しみ 

  何のために 受けられたか 

  ああ私の 罪を担われ 

  苦しまれた 

４ 羊飼いは 羊のために 

  その命 あえて捨てる 

  正しい主が しもべのために 

  罪を担う 

５ 何と深い 主のみこころよ 

  何と広い イエスの愛よ 

  責め苦の道 歩まれたのは 

  私のため 

讃美歌８８番 

心に愛を 豊かにみたし 

日ごとのわざに つかわしたまえ 

讃美歌１９５番 

１ まかれた種 静かに落ち 芽を吹き 

葉を出し みのりを結ぶよ 

種が育つ 良い大地よ 

２ 生命の種 主のみ言葉 

  心に受け入れ 豊かに育てよう 

  主よ、わたしを 良い大地に 

３ 石を除き 草を抜いて 

  心を耕し み言葉を受けよう 

  われらは主の 良い大地よ 

讃美歌４４２番 

１ はかりも知れない 神の恵みよ、 

  私の罪も ゆるされるのか。 

２ 今日まで長く 招きを拒み、 

  み顔を避けて 歩み続けた。 

３ 十字架の上で 敵をゆるした 

  主イェスのみ名を 汚しつづけた。 

４ 手の傷しめし み腕をひろげ、 

  迷う私に 主は呼びかける。 

５ 深い恵みに こころも溶けて、 

  悔いて涙し み腕にすがる。 


